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：自）茨城県潮来市小泉

至）茨城県潮来市延方西
：1.2㎞・60ｍ
：4車線
：18,900台/日
：平成17年度・約31億円
(前回評価時 約26億円)

〇交通渋滞の緩和 〇安全性の確保

〇地域産業の支援

１．事業の概要

目 的

いたこ し こいずみ

〈単位：m〉

（１） 事業の目的と計画の概要

計 画 概 要

・潮来市を通る国道51号は、水戸市と千葉市を結ぶ幹線道路であり、東西方向を連続的に結ぶ重要路線であるため地
域内移動交通や通過交通が多く利用。

１

計画延長・幅員

車 線 数
計 画 交 通 量

事業化・事業費

茨城県

至水戸

再評価
対象区間

国道51号 潮来バイパス 延長7.3㎞

平面図

事 業 区 間
いたこ し のぶかたにし

至
千
葉

千葉県

潮来IC
香取市

神栖市

鹿嶋市

潮来市

延長１.２㎞

延長1.3㎞

H14.4開通
県道区間(４車線)

未事業化区間 延長4.8㎞

都市計画決定済み

標準的横断図

行方市

潮来バイパス 60.0 位置図

圏央道

北関東道



２．事業の進捗状況と見込み等
（１） 事業の進捗状況

平成17年度 事業化 ・その他関連事業

平成20年度 都市計画決定 平成14年4月 一般県道潮来佐原線４車線開通（L=1.3km）

平成21年度 用地買収着手

平成23年度 工事着手

２

国道51号 潮来バイパス 延長7.3㎞

再評価対象区間

延長１.２㎞

延長1.3㎞

H14.4開通
県道区間
(４車線)未事業化区間 延長4.8㎞

都市計画決定済み 至
水
戸

至
千
葉

茨城県

千葉県

鹿嶋市
潮来市

潮来IC

至 水戸

１） 事業の経緯

至千葉

国道51号
神宮橋架替

14,700台/日

9,700台/日

H27全国道路・街路交通情勢調査
(平日24時間)



・国道51号潮来バイパスの用地取得率は９１％（平成30年３月末時点、面積ベース）
・引き続き、用地取得を推進すると共に、改良工事、橋梁工事を実施。

３

再評価対象区間
国道５１号 潮来バイパス 延長１.２㎞

至
水
戸

曲
松

ま
が
り
ま
つ

の
ぶ
か
た
え
き
い
り
ぐ
ち

延
方
駅
入
口

の
ぶ
か
た

延
方

延
方
西

の
ぶ
か
た
に
し

小
泉

こ
い
ず
み

至
千
葉

２．事業の進捗状況と見込み等
（１） 事業の進捗状況
２） 前回事業評価以降の主な整備状況

■前回評価時

■今回評価時

H28.6撮影

H30.5撮影

橋脚+橋台が完成

写真 橋梁工事

工事未着手・用地未着手工事完了・用地取得済 工事中・用地取得中

工事

用地

前 回
評 価 時
H 2 8

用地進捗率

８９％

（全体）

工事

用地

今 回
評 価 時
H 3 0

用地進捗率

９１％

（全体）



・信号交差点が連続する延方交差点周辺で交通渋滞が発生。
・事故類型では車両相互の追突事故が多く、全体の約７割を占める。
・地元情勢の変化等事業を巡る社会経済情勢等に変化が見られない。

４

２．事業の進捗状況と見込み等
（２） 社会情勢等の変化
１） 国道５１号現道の交通状況等

21.62 35.29159213 37.28219178 37.34825656 31.96412556 32.20502901 30.56603774 32.98804781 40.40193136 27.57

20.483 32.39763521 36.79163663 38.61148198 35.32210109 31.40028289 31.640625 33.68592352 39.68721959 24.12

20.86 31.69326336 38.76186859 38.97574124 35.2260934 31.57894737 34.51704545 37.94683776 41.25249833 28.31

20.971 30.15284288 37.37776964 37.06108501 33.44908494 32.00384431 32.97150611 35.59759243 41.29651861 27.22

20.625 29.04878767 37.01178604 35.63039014 31.15384615 31.6539924 32.2923588 33.57664234 40.60327869 26.54

20.679 29.97568882 38.94676588 37.52595156 33.21528425 33.33333333 33.19672131 35.26405451 41.84914842 27.45

21.252 30.04874086 37.55657774 36.21035058 33.42555686 33.55163728 33.15143247 35.08474576 41.0011919 26.99

21.62 29.77961155 38.01117318 34.34679335 32.54051586 31.94244604 31.66123779 34.44259567 40.05692845 26.95

20.842 29.45943255 36.27510219 35.26829268 30.42902882 31.41509434 30.83756345 32.47058824 39.52004085 27.14

20.824 28.36928387 35.56717198 33.8245614 30.34482759 30.27272727 30.03708282 31.74846626 38.5410183 26.87

18.447 26.4143533 31.29714811 33.42064715 27.14911445 27.97144057 28.94580107 30.35190616 36.17245005 24.56

19.718 27.38732068 35.50530527 35.11129098 29.56449606 30.28649386 30.28037383 31.72413793 38.77755511 24.84

31.14 37.88988476 41.92236599 38.18661972 31.63079654 27.35112936 33.33333333 38.65546218 31.01893598 19.51

29.297 35.48626934 41.04564649 40.25986079 32.87064791 25.99531616 34.37057992 41.6498994 30.87355405 19.65

28.118 33.43728814 42.30466321 40.46641791 33.55142386 27.09519935 34.10526316 42.63645726 35.1778207 19.69

26.969 30.11908397 40.44382802 38.74944172 31.16065574 26.67200641 33.86759582 42.33128834 34.08190225 20.25

26.577 29.25556105 40.67756078 36.16506878 29.59518372 26.72552167 34.15319747 43.16996872 34.02571711 20.54

26.225 28.74405051 40.99618397 38.08604039 31.46325315 26.74698795 33.60995851 41.86046512 35.39903956 19.69

26.518 28.70223084 40.70189432 28.58649094 29.7993311 27.07317073 33.70319001 41.86046512 33.22244876 19.65

26.341 29.03738593 39.35222672 37.04526046 30.63171465 25.94468251 32.99389002 41.6498994 33.71080139 20.08

26.697 29.67806639 40.54827175 36.91914894 29.50941834 25.20817562 33.60995851 42.7244582 34.34276206 20.81

26.697 29.02030009 39.90615836 35.49918167 27.80573435 24.85074627 31.95266272 41.48296593 33.12292714 20.32

24.571 26.88715246 39.08098794 35.22533496 25.55754751 24.45831803 34.05746321 40.4296875 31.25378558 20.47

26.196 28.32583517 40.26035503 35.68901687 27.48409485 25.36176695 33.44803854 40.7480315 32.82094774 19.92

■交通状況（延方交差点付近）

■渋滞状況（延方交差点）

写真①

国道51号 潮来バイパス 延長7.3㎞

再評価対象区間

延長１.２㎞ 延長1.3㎞

H14.4開通
県道区間(４車線)未事業化区間 延長4.8㎞

都市計画決定済み
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至
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７時
９時

１１時
１３時
１５時
１７時

出典：交通事故ﾃﾞｰﾀ
(H25～H28)

旅

行

速

度

(

㎞

／

ｈ)

写真②

写真①

至 水戸

茨城県

潮来市

下
り

洲
崎

資料：
ETC2.0ﾌﾟﾛｰﾌﾞﾃﾞｰﾀ
(H29.4～H30.3･全日)

40㎞/h以上

30～40㎞/h

20～30㎞/h

0～20㎞/h

H30.5撮影

延
方
駅
入
口

写真②

H30.5撮影

至

千
葉

至 水戸

交通事故
死傷事故率
(件/億台㎞)
【100m毎】

至 千葉

７時
９時

１１時
１３時
１５時
１７時

３００

２００

１００

０

茨城県平均38件/億台km ■事故類型

資料：交通事故データ（H25-H28）

5件
(13%)

■車両相互（追突） ■車両相互（出会頭）

■車両相互（右左折） ■車両相互（その他）

■車両単独 ■人対車両

車両相互の追突事故が
約７割(40件中26件)26件

(65%)

5件
(13%)

1件
(3%)

1件
(3%)

2件
(5%)



軟弱層との境界線

追加ボーリング実施個所追加ボーリング実施個所

用地未買収のため、ボーリング調査不可用地未買収のため、ボーリング調査不可

軟弱層との境界線

凡 例

：深層混合処理工法
：表層混合処理工法

：当初地質調査位置

：追加地質調査位置

地盤改良の対策工変更に伴う増加・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・約５億円増額
•当初の地質調査の結果では、軟弱地盤対策として表層混合処理工法で設計。
•用地取得後、追加ボーリングを実施した結果、軟弱層が当初より厚いことが判明したことから、軟弱地盤解析を実施し
た結果、盛土荷重により発生する円弧すべりが懸念されるため、深層混合処理工法による対策工に変更。

２．事業の進捗状況と見込み等
（３） 事業の見込み等
１） 事業費変更の内容

■地質縦断図

当初

５

見直し

事業区間 延長 Ｌ＝１．２ｋｍ

至

千
葉

至

水
戸

代表断面位置

■地盤改良平面図

地盤改良工法変更延長 Ｌ＝０．５２ｋｍ

≪代表断面≫

側道【下り線】

潮来バイパス【下り線】

東関道水戸線

潮来バイパス【上り線】

側道【上り線】

地盤改良工
・深層混合処理工法 5.0億円

≪代表断面≫

側道【下り線】

潮来バイパス【下り線】

東関道水戸線

潮来バイパス【上り線】

側道【上り線】

地盤改良工
・表層混合処理工法

円弧すべり線

軟弱層との境界線

円弧すべり線

軟弱層との境界線



Ｈ17 H18 H19 H20 H21 ～ H30
（2018）

H31年以降
（2019）

事業着手 事業化 都市計画決定

測量・調査・設計

設計・用地説明 測量説明会 設計説明会

用地

工事

・平成17年度に事業化、平成20年度に都市計画決定。
・平成21年度より用地買収を着手、用地取得率は91％。
・早期開通を目指して、工事を推進。

H18

H21

H23

現在

２．事業の進捗状況と見込み等
（３） 事業の見込み等
２） 事業進捗の見込みの視点

６

再評価対象区間

延長１.２㎞

延長1.3㎞

H14.4開通
県道区間
(４車線)未事業化区間 延長4.8㎞

都市計画決定済み

至
水
戸

至
千
葉

茨城県 鹿嶋市
潮来市

潮来IC

国道51号 潮来バイパス 延長7.3㎞



注1）平成22年度全国道路・街路交通情勢調査及び平成42(2030)年度の推計交通量に基づき便益を算出している。

注2）便益・費用については、平成30(2018)年度を基準年とし、社会的割引率を4％として現在価値化した値、（）内の値は基準年次に

おける現在価値化前を示す値である。

注3）費用便益比算定上設定した完成年度は平成35(2023)年度である。

注4）費用及び便益額は整数止めとする。

注5）費用及び便益の合計額は、表示桁数の関係で計算値と一致しないことがある。

１）事業全体

２）残事業

便益(Ｂ)

走行時間
短縮便益

走行経費
減少便益

交通事故
減少便益

総便益
費用便益比

（Ｂ／Ｃ）
45億円 8.4億円 4.6億円

58億円
(約156億円)

費用(Ｃ)

事業費 維持管理費 総費用

１．４
38億円 4.9億円

43億円
(約44億円)

便益(Ｂ)

走行時間
短縮便益

走行経費
減少便益

交通事故
減少便益

総便益 費用便益比

（Ｂ／Ｃ）
45億円 8.4億円 4.6億円 58億円

費用(Ｃ)
事業費 維持管理費 総費用

６．１
4.6億円 4.9億円 9.5億円

３．事業の投資効果
（１） 費用便益分析

７



・重点港湾鹿島港周辺の鹿島臨海工業地帯には複数の工業団地が立地しており、神栖市の製造品出荷額等は県内
１位、鹿嶋市は県内６位と上位。

・東西方向を連続的に結ぶ国道51号は、地域産業の重要な幹線道路。

・潮来バイパスは、鹿島臨海工業地帯や鹿島港へのアクセス向上など、地域産業に関連する物流効率の向上を支援。

鹿島臨海工業団地の立地状況

茨城県

至水戸

再評価対象区間

国道51号 潮来バイパス 延長7.3㎞

千葉県

潮来IC

香取市

神栖市

鹿嶋市潮来市

延長１.２㎞

延長1.3㎞

H14.4開通
県道区間(４車線)

未事業化区間
延長4.8㎞

都市計画決定済み

凡 例

工業団地

鹿島港

鹿島臨海
（奥野谷浜地区）

鹿島臨海
（鹿島南海浜Ⅱ期地区）

鹿島臨海
（鹿島北海浜地区）

鹿島臨海
（高松地区）

鹿島臨海
（神之池西部地区）

鹿島臨海
（神之池東部地区）

資料：平成29年工業統計調査結果（茨城県）

■交通状況（大型車交通：小泉南付近）

至 水戸

至 千葉

■茨城県内の製造品出荷額等（県内上位６市町村）

H30.5撮影

至
千
葉

３．事業の投資効果
（２） 事業の投資効果（費用便益分析以外）
１） 地域産業の支援

８

（億円）

13,235

10,062
8,635

5,591
7,133

（従業員4人以上の事業所）

6,454

神栖市 日立市 ひたちなか市 古河市 土浦市 鹿嶋市



４．コスト縮減等

９

分断される市道の機能確保について、横断箇所を集約し、横断ボックス３箇所から、跨道橋１箇所に
見直し。

（１） コスト縮減の取り組み

BOX① BOX② BOX③
至

水
戸
市

至 千葉市

当初案

潮来バイパス

跨道橋
至

水
戸
市

至 千葉市

集 約集 約 潮来バイパス

見直し後

⇒これまでに、約１．４億円相当の増額を抑制。



（１)茨城県からの意見

・茨城県知事の意見

一般国道５１号潮来バイパスは、潮来市内の交通渋滞の緩和、安全性の確保とともに重点港湾

である鹿島港や東関道水戸線潮来ICへのアクセス向上による物流機能の強化及び地域産業の発

展に大きく寄与することなどから、本事業の必要性は高く、事業を継続することは妥当と考える。

なお、早期完成に向けて、事業を推進するとともに、徹底したコスト縮減を図るようお願いしたい。

５．関連自治体等の意見

10



（４)対応方針（原案）

・潮来バイパスの整備により交通の転換が図られ、交通渋滞の緩和、交通事故の減少。

・潮来バイパスの開通により今後も地域産業に関連する物流効率の向上を支援。

・費用便益比（Ｂ/Ｃ）は１.４。

（１）事業の必要性等に関する視点

（２）事業の進捗の見込みの視点

・平成17年度に事業化、平成20年度に都市計画決定。

・平成21年度より用地着手、平成23年度に工事着手。

・潮来バイパス整備区間の用地取得率は91％。

・今後、用地取得、工事の促進を図り、早期開通を目指す。

・事業継続。

・潮来バイパスは、交通渋滞の緩和、交通安全の確保、地域産業の支援の観点から事業の必要性・重
要性が高く、早期の効果発現を図ることが適切である。
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６．今後の対応方針（原案）

（３）コスト縮減や代替案立案等の可能性の視点

・地元関係者との調整を踏まえ、整備計画の見直しによるコスト縮減。


